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フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
未
来
派
に
お
け
る
空
間
と
表
象 

―
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・ド
ッ
ト
ー
リ
を
中
心
に

― 

太
田 

岳
人 

  

は
じ
め
に 

 

一
九
〇
九
年
、
詩
人
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（Filippo Tom

m
aso 

M
arinetti, 

一
八
七
六
―
一
九
四
四
）
が
発
表
し
た
「
未
来
派
創
立
宣
言
」
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
た
、
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
運
動
で
あ
る
未
来
派
（Futurism

o

）
は
、
機
械
・
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
・

速
度
と
い
っ
た
現
代
文
明
が
生
み
出
し
た
要
素
を
強
く
肯
定
し
、
狭
い
意
味
で
の
美
術
の
枠
を

越
え
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
領
域
へ
の
浸
透
を
試
み
た
、
二
〇
世
紀
最
初
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運

動
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
芸
術
運
動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
政
権
を
奪
取

し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
に
接
近
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
三
〇
年
以
上
の
歴
史
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
美
術
史
の
論
考
の
範
疇
外
に
置
か
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
か
っ
た
。 

本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
頭
角
を
現
し
大
戦
間
期
の
未
来
派
運
動
に
お
い
て
指
導
的

立
場
を
占
め
た
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
出
身
の
画
家
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ド
ッ
ト
ー
リ
（Gerardo Dottori, 

一
八
八
四
―
一
九
七
七
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
現
在
で
は
し
ば
し
ば
「
第
二
未
来
派

（secondo futurism
o

）」）
と
称
さ
れ
る
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
未
来
派
の
動
向

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
画
筆
と
と
も
に
文
筆
を
使
い
こ
な
す
運
動
の
リ
ー
ダ

ー
の
一
人
で
あ
る
彼
は
、
創
作
と
発
言
の
両
面
に
お
い
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、

本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
、
当
時
の
芸
術
運
動
の
中
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
か
、

彼
ら
の
芸
術
上
の
問
題
意
識
が
ど
の
よ
う
な
位
相
に
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
彼
ら
の
芸
術
活
動
と

同
時
代
の
政
治
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
か
と
い
っ
た
、
諸
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
た
い
。 

  

一 

ド
ッ
ト
ー
リ
の
略
歴 

 

ま
ず
、
本
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
主
題
と
な
る
人
物
の
輪
郭
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

（
１
）

。

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
マ
ッ
ト
職
人
の
長
男
と
し
て
一
八
八
四
年
に

生
ま
れ
た
。
美
術
学
校
で
装
飾
の
基
礎
を
学
び
、
十
代
か
ら
室
内
塗
装
職
人
と
し
て
仕
事
を
始

め
る
が
、
そ
の
中
で
画
家
を
志
し
、
写
実
主
義
、
象
徴
主
義
、
分
割
主
義
を
様
々
に
試
し
た
習

作
を
制
作
し
始
め
る
。
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら
エ
ン
リ
コ
・
セ
ッ
テ
ィ
メ
ッ
リ
（Enrico 

Settim
elli, 

一
八
九
一
―
一
九
五
四
）
や
マ
リ
オ
・
カ
ル
リ
（M

ario Carli, 

一
八
八
九
―

一
九
三
五
）
ら
、
す
ぐ
後
に
未
来
派
の
支
持
者
と
な
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
知
識
人
グ
ル
ー
プ
と
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接
触
し
、
一
九
一
二
年
に
は
ロ
ー
マ
で
ジ
ャ
コ
モ
・
バ
ッ
ラ
（Giacom

o Balla, 

一
八
七
一

―
一
九
五
八
）
の
知
遇
を
得
る
こ
と
で
、
未
来
派
運
動
へ
の
参
加
に
加
わ
っ
た
。
一
九
一
四
年

に
は
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
を
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
招
聘
し
て
「
未
来
派
の
夕
べ
」
を
開
催
し
、
一
九
一

五
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
召
集
さ
れ
る
も
、
戦
場
か
ら
「
自
由
語
詩
（parolibero

）」
を

発
表
す
る
な
ど
、
運
動
へ
の
関
心
は
失
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
ド
ッ
ト
ー
リ
の
絵
画
に
は
バ

ッ
ラ
の
「
抽
象
的
未
来
派
」
か
ら
の
影
響
が
強
く
現
れ
て
い
る
。
彼
の
年
齢
は
、
初
期
未
来
派

絵
画
の
主
導
者
で
あ
る
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（U

m
berto Boccioni, 

一
八
八
二
―

一
九
一
六
）、
カ
ル
ロ
・
カ
ッ
ラ
（Carlo Carrà, 

一
八
八
一
―
一
九
六
六
）、
ジ
ー
ノ
・
セ
ヴ

ェ
リ
ー
ニ
（Gino Severini, 

一
八
八
三
―
一
九
六
六
）
ら
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
運
動
の
中
で
際
立
っ
た
独
自
の
個
性
を
現
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

一
九
一
八
年
に
帰
郷
し
、
未
来
派
と
し
て
の
活
動
を
再
開
し
た
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
一
九
二
〇

年
に
ペ
ル
ー
ジ
ャ
発
の
未
来
派
雑
誌
と
し
て
『
グ
リ
ッ
フ
ァ
！
（Griffa!

）』
を
発
刊
し
た

（
２
）

。

ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
象
徴
で
あ
る
ハ
ゲ
ワ
シ
（grifone

）
に
由
来
す
る
、
か
つ
て
こ
の
都
市
の
市
民

が
祭
り
や
戦
争
の
際
に
発
し
た
鬨
の
声
の
響
き
を
題
名
に
採
っ
た
こ
の
雑
誌
は
、
年
内
に
一
二

冊
を
発
行
し
て
休
刊
し
た
も
の
の
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
地
方
の
外
に
も
流
通
し
、
最
大
で
一
五
〇
〇

―
一
八
〇
〇
部
以
上
が
売
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
ま
た
『
グ
リ
ッ
フ
ァ
！
』
誌
は
、
途
中

か
ら
ペ
ル
ー
ジ
ャ
外
部
の
寄
稿
者
に
ゆ
だ
ね
た
「
編
集
局
」
を
ミ
ラ
ノ
と
ロ
ー
マ
に
置
い
た
が
、

特
に
ロ
ー
マ
の
「
編
集
局
」
に
は
、
後
に
フ
ァ
シ
ス
ト
党
の
幹
部
と
な
る
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ボ
ッ

タ
イ
（Giuseppe Bottai, 

一
八
九
五
―
一
九
五
九
）
が
参
加
し
て
い
る

（
４
）

。
同
じ
一
九
二
〇
年

に
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
運
動
の
一
員
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
リ
オ
・
ブ
ラ
ガ
ー
リ
ア
（Anton 

Giulio Bragaglia, 

一
八
九
〇
―
一
九
六
〇
）
が
ロ
ー
マ
で
開
い
て
い
た
画
廊
に
お
い
て
、
初

め
て
の
個
展
を
行
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
彼
は
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
風
景
を
、
独
自
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
と
色
彩
に
基
き
描
い
た
連
作
を
制
作
し
始
め
た
。 

さ
ら
な
る
彼
の
転
機
は
、
一
九
二
四
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
《
ウ
ン
ブ
リ

ア
の
春
》【
図
１
】
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
を
単
独
で
出
展
し
、
審
査
に
通
過
し
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
ら
未
来
派
は
、
印
象
派
以
降
の
革
新
的
性
質
を
持
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム

作
品
を
受
容
し
よ
う
と
し
な
い
当
時
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
出
展
に
否
定
的
で
あ
っ
た
も
の

の
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
独
自
の
判
断
に
よ
っ
て
そ
れ
に
出
展
し
た
結
果
、
彼
の
絵
画
は
未
来
派
の

作
品
と
し
て
初
の
展
示
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
未
来
派
は
次
回
に
あ
た
る
一
九
二
六
年

の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
か
ら
、
未
来
派
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
独
自
の
ブ
ー
ス
を
作
る
と
い
う
形
で
の

出
展
を
開
始
す
る

（
５
）

。
こ
の
年
ド
ッ
ト
ー
リ
は
ロ
ー
マ
に
拠
点
を
移
し
、
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ

っ
た
セ
ッ
テ
ィ
メ
ッ
リ
や
カ
ル
リ
の
編
集
す
る
『
リ
ン
ペ
ー
ロ
（L’Im

pero

／
帝
国
）』（
一
九

二
三
―
一
九
三
三
）、『
オ
ッ
ジ
・
エ
・
ド
マ
ー
ニ
（Oggi e dom

ani

／
今
日
と
明
日
）』（
一

九
三
〇
―
一
九
三
二
）
の
芸
術
欄
の
編
集
者
・
寄
稿
者
と
し
て
、
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も

健
筆
を
ふ
る
う
よ
う
に
な
る

（
６
）

。 

一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
造
形
と
著
述
の
両
面
に
わ
た
る
彼
の
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
と
な

っ
た
。
大
規
模
な
公
的
芸
術
展
へ
の
参
加
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
一

九
四
二
年
ま
で
）、
ロ
ー
マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
一
九
三
一
、
一
九
三
五
、
一
九
三
九

年
）
へ
の
参
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
ロ
ー
マ
進
軍
」
に
よ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
の
政
権
奪
取

一
〇
周
年
を
記
念
す
る
イ
ヴ
ェ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
複
数
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
芸
術
潮
流
か
ら

芸
術
家
を
招
集
し
て
展
示
装
飾
を
制
作
さ
せ
た
政
治
的
展
覧
会
で
あ
る
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
革
命

展
（M

ostra della Rivoluzione Fascista

）」（
一
九
三
二
年
開
催
）
に
も
、
エ
ン
リ
コ
・

プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ
（Enrico Pram

polini, 

一
八
九
四
―
一
九
五
六
）
と
と
も
に
参
加
し
た

（
７
）

。

プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ
と
ド
ッ
ト
ー
リ
の
活
動
が
、
当
時
の
未
来
派
に
占
め
る
位
置
は
と
も
に
大
き
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か
っ
た
が
、
そ
の
活
動
の
方
向
性
に
は
違
い
が
あ
る
。
プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ
は
、
数
カ
国
語
で
綴

ら
れ
た
国
際
的
芸
術
誌
『
ノ
イ
（N

oi

／
我
々
）』（
一
九
一
七
―
一
九
一
九
、
一
九
二
三
―
一

九
二
五
）
の
編
集
を
手
掛
け
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
は
パ
リ
に
拠
点
を
置

く
な
ど
、
国
内
外
を
股
に
か
け
て
活
動
す
る
国
際
派
と
呼
び
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
常
に
イ
タ
リ
ア
に
住
み
続
け
、
首
都
ロ
ー
マ
で
雑
誌
『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』

を
は
じ
め
と
す
る
未
来
派
メ
デ
ィ
ア
の
編
集
者
・
寄
稿
者
と
し
て
運
動
全
体
の
指
針
を
発
信
し

な
が
ら
、
郷
里
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
未
来
派
も
指
導
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
け

る
運
動
の
中
軸
の
位
置
を
担
っ
て
い
た
。 

一
九
三
九
年
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
再
び
戻
り
、
故
郷
の
ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
学
校

の
教
師
（
絵
画
・
装
飾
担
当
）
に
任
命
さ
れ
た
。
翌
年
は
校
長
に
任
命
さ
れ
る
も
、
な
お
未
来

派
と
し
て
の
活
動
か
ら
は
離
れ
ず
、
一
九
四
一
年
の
展
覧
会
の
機
会
に
は
「
私
の
ウ
ン
ブ
リ
ア

未
来
派
の
絵
画
」（「
航
空
絵
画
の
ウ
ン
ブ
リ
ア
宣
言
」）
と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
る
宣
言
を
発

表
し
て
い
る

（
８
）

。 

一
九
四
三
年
七
月
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
失
脚
後
、
一
年
近
く
に
わ
た
っ
て
ペ
ル
ー
ジ
ャ
は
イ
タ

リ
ア
半
島
北
部
に
進
駐
し
て
き
た
ド
イ
ツ
軍
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
一
九
四
五
年
四
月
に
ア

カ
デ
ミ
ア
美
術
学
校
の
校
長
を
辞
任
し
た
後
も
、
そ
の
絵
画
教
師
と
し
て
は
、
八
〇
才
を
越
え

る
一
九
六
七
年
ま
で
留
ま
っ
た
。
画
家
と
し
て
彼
は
大
戦
間
期
に
確
立
し
た
「
航
空
絵
画
」
の

画
風
を
保
っ
た
ま
ま
、
最
晩
年
ま
で
精
力
的
に
創
作
を
続
け
、
一
九
七
七
年
に
死
去
し
た
。
現

在
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
歴
史
的
街
区
に
あ
る
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ッ
ラ
・
ペ
ン
ナ
内
の
市
民
美
術
館

に
は
、
彼
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

  

二 

ド
ッ
ト
ー
リ
の
未
来
派
観 

 

ド
ッ
ト
ー
リ
は
若
い
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
ペ
ン
を
振
る
っ
て
自
身
の
芸
術
お
よ
び
運
動
に
つ
い

て
語
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
画
家
の
一
人
で
あ
り
、
彼
が
大
戦
間
期
の
未
来
派
メ
デ
ィ
ア
に

書
き
残
し
た
叙
述
か
ら
は
、
当
時
の
芸
術
家
た
ち
を
捉
え
て
い
た
様
々
な
問
題
や
、
運
動
全
体

の
課
題
に
つ
い
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ド
ッ
ト
ー
リ
に
と
っ
て
の
未
来
派
は
、
ま
ず
は
絵
画
の
革
新
運
動
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
一

九
二
〇
年
代
初
頭
の
『
グ
リ
ッ
フ
ァ
！
』
の
時
代
か
ら
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
誌
の

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
印
象
主
義
か
ら
未
来
派
へ

（
９
）

」
と
い
う
一
文
で
、
彼
は
一
九
世
紀
後
半

か
ら
進
ん
で
き
た
「
近
代
芸
術
」
の
発
展
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
そ
こ
で
は
、
印
象
主
義
は
「
絵

画
の
本
質
的
な
革
新
の
原
則
を
示
す
絵
画
傾
向
」、
分
割
主
義
は
「
印
象
主
義
の
下
位
区
分
の

ひ
と
つ
」、
キ
ュ
ビ
ス
ム
は
「
印
象
主
義
へ
の
反
動
の
ひ
と
つ
」
と
し
た
上
で
、
未
来
派
は
こ

う
し
た
運
動
を
踏
ま
え
た
「
絵
画
の
最
新
の
傾
向
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
主

に
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
「
本
質
的
な
革
新
」
に
対
し
て
、
世
紀
転
換
期
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
は
、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ァ
ッ
ト
ー
リ
（Giovanni Fattori, 

一
八
二
五
―
一
九
〇
八
）、
ジ
ョ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
（Giovanni Segantini, 

一
八
五
八
―
一
八
九
九
）、
ペ
ッ
リ
ッ

ツ
ァ
・
ダ
＝
ヴ
ォ
ル
ペ
ー
ド
（Pellizza da Volpedo, 

一
八
六
八
―
一
九
〇
七
）
と
い
っ
た

例
外
的
な
芸
術
家
た
ち
を
除
き
、
そ
れ
ら
を
吸
収
し
な
い
ば
か
り
か
ほ
と
ん
ど
沈
黙
し
て
き
た
。

そ
の
沈
黙
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
逆
に
イ
タ
リ
ア
の
方
か
ら
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
く
動

き
と
し
て
、
未
来
派
が
登
場
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。 

し
か
し
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
未
来
派
の
さ
ら
に
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
こ
の
運
動
が
絵
画
上
の

一
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
を
標
榜
す
る
場
に
留
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
強
調
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し
て
い
る
。「
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
大
胆
さ
、
新
し
さ
、
誠
実
さ
の

芸
術
だ
け
を
欲
し
て
い
る
」
精
神
的
態
度
を
体
現
す
る
ゆ
え
に
、
自
分
た
ち
は
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

ャ
ル
ド
」
の
集
団
で
あ
り
、
そ
れ
は
芸
術
家
た
ち
を
一
定
の
作
風
の
枠
に
は
め
る
類
の
「
一
つ

の
流
派
（una scuola

）」
で
も
な
い
。
彼
は
同
じ
『
グ
リ
ッ
フ
ァ
！
』
誌
の
第
七
号
で
、「
未

来
派
は
乗
り
越
え
ら
れ
た
！
」
と
い
う
反
未
来
派
の
合
言
葉
を
信
じ
こ
ん
で
い
る
「
善
意
の

人
々
」
に
対
し
て
、「
未
来
派
は
流
派
で
は
な
い
」
の
で
、
そ
も
そ
も
「
乗
り
越
え
ら
れ
る
」

こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
説
い
て
い
る
。
未
来
派
は
大
量
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
、
理
論
を
解
説
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
「
シ
ス
テ
ム
を
他
に
課
す
の
で
は
な

く
、
固
有
の
発
見
を
説
明
・
擁
護
す
る
た
め
だ
け
に
あ
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
芸
術
家
個
々

人
の
探
求
を
縛
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

（
１
０
）

。 

未
来
派
が
「
一
つ
の
流
派
」
で
は
な
い
と
い
う
見
解
は
、
彼
の
一
九
三
〇
年
代
の
発
言
に
も

繰
り
返
し
見
ら
れ
る
。
一
九
三
三
年
、
未
来
派
運
動
が
本
来
の
純
粋
さ
に
欠
け
て
き
て
い
る
と

し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
画
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
ラ
ス
コ
（Antonio M

arasco, 

一
八
九
六

―
一
九
七
五
）
が
独
自
の
分
派
と
し
て
「
独
立
未
来
派
グ
ル
ー
プ
（gruppi futuristi 

indipendenti

）」
を
結
成
す
る
声
明
を
発
表
し
た
際
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』

の
「
未
来
派
航
空
郵
便
（aeropostale futurista

）」
と
い
う
名
の
通
信
欄
に
お
い
て
、
マ
ラ

ス
コ
に
対
し
自
重
を
促
す
公
開
書
簡
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

私
は
未
来
派
絵
画
の
活
動
に
お
い
て
、
常
に
最
大
限
の
自
由
と
と
も
に
ふ
る
ま
っ
て
き
た
。

未
来
派
が
、
帰
属
す
る
芸
術
家
に
規
律
を
課
す
一
つ
の
流
派
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
は
な

い
し
、
私
は
最
大
限
の
自
由
と
と
も
に
自
分
の
芸
術
を
な
し
て
き
た
。
つ
け
加
え
て
君
に

言
え
ば
、
私
の
芸
術
が
他
の
未
来
派
の
そ
れ
と
違
っ
た
も
の
で
あ
る
ほ
ど
、
マ
リ
ネ
ッ
テ

ィ
は
私
を
賛
美
し
た
。 

 
 

君
も
よ
く
知
っ
て
い
る
通
り
、
未
来
派
は
、
一
つ
の
党
派
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
我
々
が

運
動
へ
所
属
す
る
際
に
全
く
登
録
証
（tessera

）
を
持
た
な
い
の
は
、
そ
れ
〔
未
来
派
〕

が
精
神
の
規
範
だ
か
ら
で
あ
る

（
１
１
）

。 

 

運
動
が
か
く
あ
る
べ
き
と
い
う
目
標
以
前
に
、
す
で
に
我
々
は
未
来
派
に
お
い
て
「
自
由
」

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
個
々
人
の
芸
術
的
探
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
方
が
、
運

動
の
統
一
性
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
ド
ッ
ト
ー
リ
の
理
念
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
は

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
造
形
作
品
の
制
作
へ
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

  

三 

「
新
し
い
風
景
画
」
と
応
用
芸
術 

 

一
九
三
〇
年
代
以
降
の
未
来
派
運
動
に
お
い
て
「
航
空
絵
画
（aeropittura

）」
は
、
最
も

代
表
的
な
理
念
で
あ
り
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
生
ま
れ
た
飛
行
機
の
発

達
が
人
間
に
も
た
ら
し
た
、
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
描
写
、
ま
た
芸

術
家
の
内
的
世
界
の
「
飛
行
」
を
通
じ
た
追
求
を
謳
っ
た
こ
の
理
念
は
、
一
九
二
九
年
に
マ
リ

ネ
ッ
テ
ィ
が
単
独
で
発
し
た
「
航
空
絵
画
宣
言

（
１
２
）

」
に
よ
っ
て
初
め
て
公
表
さ
れ
た
が
、
一
九
三

一
年
に
こ
の
宣
言
が
再
提
示
さ
れ
た
際
に
は
、
当
時
の
未
来
派
運
動
の
主
要
な
芸
術
家
八
名
の

名
前
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
当
然
の
如
く
ド
ッ
ト
ー
リ
の
名
前
も
入
っ
て
い

る
。 一

九
四
一
年
の
「
私
の
ウ
ン
ブ
リ
ア
未
来
派
の
絵
画
」
に
お
い
て
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
ウ
ン
ブ



－177－ 
 

リ
ア
未
来
派
の
「
航
空
絵
画
」
の
特
徴
と
し
て
、
郷
土
の
「
自
然
」
と
「
今
日
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
生
活
」
を
捉
え
て
「
様
式
化
」「
空
間
化
」「
精
神
化
」
な
ど
を
施
し
た
、
新
し
い
風
景
画

と
し
て
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
１
３
）

。
す
で
に
彼
は
一
九
二
〇
年
の
時
点
で
、
絵
画

の
価
値
は
単
な
る
自
然
の
模
倣
に
は
な
く
、
主
観
主
義
的
に
「
芸
術
家
が
味
わ
っ
た
風
景
・
形

象
の
感
情
」
を
伝
え
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
が

（
１
４
）

、
前
述
の
《
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
春
》
も
ま
た
、

す
で
に
一
般
的
な
風
景
画
と
は
言
い
難
い
。
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
丘
陵
地
帯
と
田
園
、
そ
の
間
に
点

在
す
る
家
々
は
、
幾
何
学
上
の
形
態
と
緑
・
茶
・
赤
の
階
調
に
強
く
還
元
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
画

面
の
中
心
に
描
か
れ
た
空
間
へ
と
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
、

彼
は
自
身
の
「
航
空
絵
画
」
観
を
語
る
上
で
、
こ
の
作
品
を
「
航
空
絵
画
宣
言
」
以
前
の
「
航

空
絵
画
」
の
作
例
と
し
て
自
負
し
、
「
航
空
絵
画
と
航
空
詩
は
地
球
的
超
克
（terrestre 

superam
ento

）、
す
な
わ
ち
、
現
実
の
よ
り
広
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ
と
昇
り
、
本
質
と
綜
合
を

与
え
る
た
め
に
日
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
割
り
当
て
を
超
克
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
、
多
く

の
未
来
派
の
感
覚
の
う
ち
に
潜
在
的
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る

（
１
５
）

。 

ド
ッ
ト
ー
リ
は
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
風
景
画
的
特
性
を
持
っ
た
「
航
空
絵

画
」
の
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
て
い
る
。
一
九
三
四
年
の
《
高
さ
か
ら
見
た
郷
土
》

【
図
２
】
は
、
鳥
瞰
図
的
か
つ
大
ま
か
な
筆
致
で
郷
土
の
姿
を
描
い
て
お
り
、
空
か
ら
広
が
る

陽
光
は
、
画
面
の
中
心
に
置
か
れ
た
湖
の
輪
郭
と
合
わ
さ
り
、
地
上
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ
道
の
よ

う
に
表
さ
れ
る
。
一
九
三
七
年
の
《
ウ
ン
ブ
リ
ア
湖
―
暁
》【
図
３
】
で
は
、
空
か
ら
広
が
る

陽
光
、
泉
、
緑
の
丘
陵
、
そ
れ
に
連
な
る
よ
う
に
伸
び
て
い
る
紫
色
の
雲
が
、
さ
ら
に
幾
何
学

的
な
形
態
に
還
元
さ
れ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
に
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
、
ロ
ー

マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
カ
タ
ロ
グ
に
寄
稿
し
た
文
章
に
お
い
て
、
ド
ッ
ト
ー
リ
の
「
航

空
絵
画
」
を
「
変
容
的
・
抒
情
的
・
空
間
的
航
空
絵
画
」、
す
な
わ
ち
飛
行
機
が
も
た
ら
す
ス

ピ
ー
ド
感
、
風
景
の
描
写
、
柔
ら
か
い
色
調
が
綜
合
さ
れ
た
も
の
の
代
表
と
し
て
評
価
し
た

（
１
６
）

。 

こ
う
し
た
ド
ッ
ト
ー
リ
の
作
風
は
後
進
の
未
来
派
の
造
形
芸
術
家
た
ち
、
特
に
ウ
ン
ブ
リ
ア

地
方
の
各
都
市
で
活
動
し
て
い
た
そ
れ
に
濃
密
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
ド
ッ
ト
ー
リ
自
身
が

未
来
派
全
体
の
流
派
性
を
公
的
に
は
否
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
航
空
絵
画
」
的
な

風
景
画
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
「
ウ
ン
ブ
リ
ア
未
来
派
」
の
潮
流
を
形
成
す
る
結
果
と
な
っ
た

（
１
７
）

。

た
と
え
ば
、
同
じ
ペ
ル
ー
ジ
ャ
生
ま
れ
の
画
家
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ブ
ル
ス
ケ
ッ
テ
ィ

（Alessandro Bruschetti, 

一
九
一
〇
―
一
九
八
〇
）
の
作
品
に
は
、
顕
著
に
ド
ッ
ト
ー
リ

の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
彼
の
《
雲
の
中
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
》【
図
４
】
な
ど
は
、
丘
陵
、
都

市
、
雲
と
い
っ
た
造
形
要
素
の
抽
象
化
の
処
理
に
お
い
て
、
郷
里
の
先
達
の
影
響
が
明
ら
か
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
複
数
の
飛
行
機
の
「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
」
飛
行
を
表
現
す
る
曲
線
を
加
え
る

こ
と
で
、
画
面
に
独
自
の
リ
ズ
ム
を
与
え
よ
う
と
い
う
画
家
独
自
の
工
夫
も
こ
ら
さ
れ
て
い
る

（
１
８
）

。 

運
動
全
体
の
指
導
的
芸
術
家
の
一
人
と
し
て
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
や
ロ
ー
マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
批
評
や
、
短
い
エ
ッ
セ
イ
を
通
じ
て
、
頻
繁
に
後

進
の
未
来
派
へ
の
支
持
を
与
え
て
い
た
。
一
九
三
三
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
「
芸
術
と
若
者
」

の
書
き
出
し
は
、「
芸
術
と
は
典
型
的
な
青
年
ら
し
さ
の
示
威
表
示
で
あ
る
。
若
者
だ
け
が
芸

術
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
一
節
で
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
芸
術
に
お
い
て
は
、《
創
造
者
も
剽
窃
者
も
存
在
し
な
い
》。
し

か
し
剽
窃
者
は
芸
術
と
何
ら
関
係
を
持
た
な
い
。 

 
 

若
き
芸
術
家
た
ち
―
―
私
は
実
際
の
年
齢
も
若
い
人
々
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
―
―
は
、

革
命
的
な
存
在
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
時
代
に
お
け
る
生
気
に
満
ち
大
胆
な
探
究

者
、
さ
ら
に
未
来
に
自
分
を
投
影
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
大
衆
、
す
な
わ
ち
凡
人
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の
後
に
続
く
こ
と
に
な
る
。〔
中
略
〕
わ
ず
か
な
例
外
を
除
き
、
芸
術
家
は
同
時
代
の
無

理
解
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ほ
と
ん
ど
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
機
会
主
義
と

は
、
若
さ
の
最
良
の
資
質
の
全
否
定
で
あ
る

（
１
９
）

。 

  

こ
う
し
た
若
手
芸
術
家
の
仕
事
の
場
と
し
て
ド
ッ
ト
ー
リ
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
、
応
用
芸

術
で
あ
る
。
未
来
派
に
参
加
す
る
以
前
か
ら
職
人
と
し
て
、
い
く
度
も
邸
宅
の
室
内
装
飾
に
携

わ
る
経
験
を
持
つ
と
と
も
に
、
様
式
化
さ
れ
た
空
間
の
表
現
を
得
意
と
し
た
彼
に
よ
れ
ば
、
未

来
派
に
よ
っ
て
「
純
粋
芸
術
」
と
応
用
の
そ
れ
の
間
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で

あ
り
、「
絵
画
が
芸
術
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
常
に
応
用
芸
術
で
あ
る
」。
ゆ
え
に

未
来
の
生
活
か
ら
独
立
し
た
「
純
粋
芸
術
」
と
い
う
概
念
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
さ
れ
る
が
、

彼
は
そ
の
代
表
格
と
し
て
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
＝
キ
リ
コ
（Giorgio de Chirico, 

一
八
八
八
―

一
九
七
八
）
の
絵
画
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
新
唯
物
論
者
（neo-m

aterialista

）」
で
あ
る

彼
の
作
品
の
よ
う
な
も
の
は
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
「
無
」
と
さ
れ
る
。「
純
粋
芸
術
も
応

用
芸
術
も
存
在
し
な
い
が
、
芸
術
す
な
わ
ち
、
精
神
の
も
っ
と
高
い
表
出
（m

anifestazione

）

は
存
在
す
る
。
芸
術
す
な
わ
ち
、
生
活
と
自
然
に
お
け
る
偉
大
か
つ
美
し
い
事
々
の
変
容
の
賞

賛
で
あ
る
」

（
２
０
）

。 

応
用
芸
術
を
促
進
す
る
た
め
に
、
公
的
な
建
築
や
展
覧
会
の
装
飾
に
対
し
て
様
々
な
「
賞
」

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
好
意
的
に
捉
え
る
。
そ
う
し
た
賞
は
し
ば

し
ば
、
作
品
に
対
す
る
明
白
な
判
断
が
放
棄
し
た
ま
ま
「
参
加
者
の
中
に
該
当
者
な
し
」
と
す

る
こ
と
で
、
若
手
芸
術
家
を
意
気
阻
喪
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
の
有
効
性

は
疑
い
え
な
い

（
２
１
）

。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
芸
術
へ
の
公
的
な
報
償
を
用
意
し
て
い

た
の
は
、
当
然
な
が
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
で
あ
る
。 

  

四 

ド
ッ
ト
ー
リ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
観 

 

一
九
二
〇
年
に
ド
ッ
ト
ー
リ
の
初
個
展
を
準
備
し
た
ブ
ラ
ガ
ー
リ
ア
は
、『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
号
に
、
す
で
に
未
来
派
の
中
心
人
物
と
な
っ
て
い
た
ド
ッ
ト
ー
リ

に
つ
い
て
の
論
評
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
ブ
ラ
ガ
ー
リ
ア
は
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
ド
ッ
ト

ー
リ
が
提
供
し
て
く
れ
た
と
い
う
「
自
伝
的
覚
書
」
を
断
片
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
ド
ッ
ト
ー

リ
は
断
章
の
形
式
を
採
っ
た
こ
の
「
覚
書
」
で
、「
一
九
一
五
年
」、
す
な
わ
ち
第
一
次
世
界
大

戦
へ
の
イ
タ
リ
ア
の
参
戦
ま
で
、
自
身
の
職
人
と
し
て
の
生
活
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
と
と

も
に
、
郷
里
で
「
老
人
と
旧
弊
」
と
闘
お
う
と
す
れ
ば
嫌
悪
や
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
受
け
て
い
た
と

し
、
大
戦
後
の
社
会
に
お
い
て
よ
う
や
く
展
望
が
見
え
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 

「
私
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
〔
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
〕
に
ま
ず
入
選
し
、
後
に
招
待
さ
れ
た
最
初

の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
人
芸
術
家
で
あ
る
。
未
来
派
が
出
現
し
て
私
に
壮
大
な
地
平
を
開
い
て

い
た
。
私
は
自
分
自
身
へ
大
き
な
信
頼
を
抱
い
て
い
た
。」 

「
大
戦
が
私
に
四
〇
ヶ
月
〔
の
軍
務
〕
を
課
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
冷
静
沈
着
に
、
私

は
そ
れ
に
応
え
た
。」 

「
一
九
一
九
年
に
な
っ
て
も
悲
惨
な
状
態
は
続
い
た
。
失
業
手
当
に
耐
え
難
い
屈
辱
を
感

じ
た
。”
そ
れ
で
い
つ
仕
事
を
決
め
る
ん
だ
ね
？

“
と
い
う
類
の
言
葉
と
と
も
に
、
一
日

三
リ
ラ
を
あ
て
が
わ
れ
る
の
だ
。」 

 
 

「
誰
か
ら
の
助
け
も
受
け
た
こ
と
は
な
い
。
私
が
な
し
た
の
は
わ
ず
か
な
も
の
だ
が
私
自
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身
に
よ
る
も
の
だ
。
私
は
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
で
あ
る
。」 

 
「
私
へ
の
最
初
の
大
き
な
精
神
的
援
助
と
な
っ
た
、
最
初
の
大
き
な
励
ま
し
は
マ
リ
ネ
ッ

テ
ィ
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼
と
、
最
初
の
個
展
（
一
九
一
九
年

マ

マ

）
を
開
い
て
く
れ
た
ブ

ラ
ガ
ー
リ
ア
の
お
か
げ
で
、
私
は
さ
さ
や
か
な
名
声
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ブ
ラ
ガ

ー
リ
ア
画
廊
で
の
最
初
の
個
展
の
後
、
私
は
イ
タ
リ
ア
内
外
の
重
要
な
展
覧
会
に
作
品

を
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
中
略
〕」 

 

「
未
来
派
と
し
て
―
―
当
然
な
が
ら
―
―
私
は
フ
ァ
シ
ス
ト
で
あ
り
、
自
分
の
芸
術
に
よ

っ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
実
践
す
る
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
私
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
私
が
生
を
終
え
る
時
、
す
な
わ
ち
少
々
遅
き
に
至
っ
て
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
な
り
に
は
長
生
き
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
２
）

」 

 

ブ
ラ
ガ
ー
リ
ア
は
こ
の
「
覚
書
」
を
紹
介
す
る
前
置
き
の
部
分
に
お
い
て
、
ド
ッ
ト
ー
リ
を

「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
的
な
未
来
派
画
家
（pittore francescano futurista

）」
と
呼
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
ッ
ト
ー
リ
の
出
身
地
で
あ
る
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
が
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の

そ
れ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
清
貧
」
を
貫
い
た
聖
人
に
画
家
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

が
、
ド
ッ
ト
ー
リ
の
述
懐
の
最
後
の
一
節
に
は
、
ち
ょ
う
ど
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
対
す
る
彼
の

帰
依
に
近
い
「
信
仰
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
見
出
せ
る
。 

フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
到
来
に
対
し
、
初
期
未
来
派
、
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
台
頭
し
た

運
動
の
芸
術
家
た
ち
が
期
待
を
示
し
た
事
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
ジ
ャ
コ
モ
・
バ
ッ
ラ
と
タ

ー
ト
（Tato, 

一
八
九
六
―
一
九
七
四
）
が
合
同
の
筆
名
で
一
九
二
四
年
に
発
表
し
た
小
文
が

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
「
新
政
府
＝
未
来
派
芸
術
」
と
い
う
定
式
の
下
、「
イ
タ
リ
ア

の
創
造
者
」
た
る
「
若
者
」
で
あ
る
自
分
た
ち
が
「
イ
タ
リ
ア
を
未
来
派
フ
ァ
シ
ス
ト
的
理
想
化

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（FU
TU

RFASCISTIDELIAZZARE

）
し
た
い
」
と
表
明
し
て
い
る

（
２
３
）

。
ド
ッ
ト
ー
リ
の

「
覚
書
」
も
、
こ
う
し
た
仲
間
た
ち
の
言
明
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年

代
の
ド
ッ
ト
ー
リ
の
別
の
発
言
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
単
な
る
同
一
化
や
期
待
と
と
も
に
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
と
い
う
「
新
体
制
」
の
基
盤
が
確
固
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

未
来
派
の
希
望
が
実
現
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
よ
り
表
れ
て
い
る
。 

た
と
え
ば
、『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』
の
一
九
三
三
年
一
月
八
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
一
文
「
芸

術
と
政
治
」
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
に
お
け
る
「
芸
術
」
と
「
政
治
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
、

彼
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
指
摘
で
き
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
到
来
に
よ
っ
て
、
悪

知
恵
や
偽
善
を
含
意
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
「
政
治
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
の
「
国
家
を

運
営
す
る
科
学
あ
る
い
は
技
法
」
と
い
う
辞
書
的
定
義
を
取
り
戻
し
、
今
日
ま
で
想
定
さ
れ
て

い
た
「
芸
術
」
と
「
政
治
」
の
対
立
は
解
消
さ
れ
る
。「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
（arte per l’arte

）

の
時
代
、
悪
名
高
い
「
象
牙
の
塔
（Torre d’avorio

）」
に
芸
術
家
が
閉
じ
こ
も
る
そ
れ
は
、

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
治
の
事
業
は
「
一
世
代
の
芸
術
家

す
べ
て
に
霊
感
の
素
材
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
る

（
２
４
）

。 

ド
ッ
ト
ー
リ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
主
題
と
し
て
直
截
に
取
り
上
げ
た
中
で
も
目
立
つ
の
は
、
そ

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
創
造
者
で
「
我
ら
の
時
代
の
も
っ
と
も
偉
大
で
完
璧
な
表
現
で
あ
る
一
人
物

（
２
５
）

」

と
し
て
の
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
そ
の
人
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
早
い
も
の
と
し
て
は
一
九

二
八
年
に
描
か
れ
た
彼
の
肖
像
画
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
黒
シ
ャ
ツ
で
は
な
く
背
広
を
着
て
い
る
し
、
別
に
制
作
さ
れ
て
い
る
軍

服
姿
の
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
の
肖
像
画
と
対
に
な
る
も
の
と
し
て
制
作

さ
れ
て
い
る
。
ド
ッ
ト
ー
リ
に
お
け
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
へ
の
期
待
感
が
よ
り
表
わ
れ
る
の
は
、

一
九
三
〇
年
代
以
降
の
《
マ
リ
オ
・
カ
ル
リ
の
航
空
肖
像
（
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
一
イ
タ
リ
ア
人
）》



－180－ 
 

【
図
５
】
の
よ
う
な
作
品
に
見
出
さ
れ
る
。
画
面
の
中
心
か
ら
や
や
右
寄
り
の
位
置
に
、
黒
シ

ャ
ツ
に
身
を
固
め
た
友
人
の
カ
ル
リ
が
立
っ
て
い
る
。
画
面
の
右
下
に
は
詩
文
の
紙
片
が
広
が

る
と
と
も
に
、
ド
ッ
ト
ー
リ
の
作
品
中
で
「
上
昇
す
る
力
」
と
し
て
し
ば
し
ば
出
現
す
る
三
角

錐
が
何
本
も
突
き
出
て
、
そ
こ
か
ら
飛
行
機
が
画
面
の
左
上
に
向
か
い
飛
び
立
っ
て
い
る
。
そ

し
て
画
面
の
頂
点
に
お
い
て
、
空
に
浮
か
び
上
が
り
画
面
全
体
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
の
表
情
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
作
品
全
体
の
画
面
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
飛
行
機
・
未

来
派
を
い
わ
ば
「
三
位
一
体
」
の
関
係
と
し
て
構
成
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

新
し
い
国
家
の
唯
一
の
「
建
設
者
」
と
し
て
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
姿
は
、
六
枚
が
一
対
の
も

の
と
し
て
構
想
さ
れ
、
一
九
三
五
年
の
第
二
回
ロ
ー
マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
お
い
て
国

民
フ
ァ
シ
ス
ト
党
に
よ
り
一
二
〇
〇
〇
リ
ラ
で
購
入
さ
れ
た
《
フ
ァ
シ
ス
ト
革
命
の
多
翼
画
》

【
図
６
】
に
も
見
い
だ
さ
れ
る

（
２
６
）

。
下
段
に
「
戦
争
」「
若
さ
」「
革
命
」、
中
段
に
「
海
と
空
の

防
衛
」「
農
業
」
と
題
さ
れ
た
パ
ネ
ル
が
配
さ
れ
た
上
で
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
「
統

帥
」
の
肖
像
が
置
か
れ
る
こ
と
で
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
革
命
」
の
精
神
と
業
績
の
す
べ
て
を
黒
シ

ャ
ツ
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
見
守
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

  

五 

一
九
三
三
年
の
ミ
ラ
ノ
・ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
への
批
評 

 

こ
う
し
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
到
来
を
政
治
と
芸
術
の
調
和
の
好
機
と
し
て
素
朴
に
歓
迎

し
た
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
未
来
派
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
芸
術
」
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
う
え
で
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
と
見
な
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
国
内
の
芸
術
諸
潮
流
を
、
た
び
た
び
論
争

の
対
象
に
し
た
。
た
と
え
ば
、「
画
家
、
建
築
家
、
装
飾
芸
術
」
と
題
し
た
一
文
で
は
、
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
・
テ
ッ
ラ
ー
ニ（Giuseppe Terragni, 

一
九
〇
四
―
一
九
四
三
）ら
を
中
心
と
す
る
、

一
九
二
六
年
に
成
立
し
た
「
七
人
グ
ル
ー
プ
（Gruppo Sette

）」
を
嚆
矢
と
す
る
、「
合
理
主

義
（Razionalism

o

）」
を
標
榜
し
た
建
築
家
た
ち
を
取
り
上
げ
て
い
る

（
２
７
）

。
ド
ッ
ト
ー
リ
は
合

理
主
義
建
築
に
つ
い
て
、
建
築
の
近
代
化
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
「
そ
れ
は
イ
タ

リ
ア
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
偉
大
な
善
」
で
あ
っ
た
と
認
め
る
。
し
か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
合
理
主

義
建
築
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
戦
没
し
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
ン
テ
リ
ア

（Antonio Sant’Elia, 

一
八
八
八
―
一
九
一
六
）
の
未
来
派
建
築
が
再
認
識
さ
れ
る
以
前
の

話
で
あ
っ
て
、「
若
き
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
の
勇
気
と
天
分
の
お
か
げ
で
、
我
々
は
そ
れ
ら
か

ら
脱
し
て
い
る

（
２
８
）

」。 

 

よ
り
本
格
的
な
論
敵
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ス

ト
党
機
関
紙
『
ポ
ー
ポ
ロ
・
デ
ィ
タ
ー
リ
ア
』
の
美
術
欄
を
担
当
し
て
い
た
女
性
批
評
家
マ
ル

ゲ
リ
ー
タ
・
サ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
（M

argherita Sarfatti, 

一
八
八
三
―
一
九
六
一
）
の
発

案
に
よ
り
誕
生
し
、
か
つ
て
未
来
派
と
接
触
を
持
っ
て
い
た
マ
リ
オ
・
シ
ロ
ー
ニ
（M

ario 

Sironi, 

一
八
八
五
―
一
九
六
一
）
や
ア
キ
ッ
レ
・
フ
ー
ニ
（Achille Funi, 

一
八
九
〇
―
一

九
七
二
）
ら
を
も
糾
合
し
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
二
三
年
の
ミ
ラ
ノ
の
ペ
ー
ザ
ロ
画
廊
に

お
い
て
開
か
れ
た
最
初
の
展
覧
会
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
出
席
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
未
来
派
の

側
か
ら
見
て
「
フ
ァ
シ
ス
ト
芸
術
」
の
座
を
争
う
競
合
者
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
た

（
２
９
）

。

そ
う
し
た
彼
ら
に
対
す
る
ド
ッ
ト
ー
リ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
一
九
三
三
年
に
行
わ
れ
た
第
五
回

ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
つ
い
て
の
文
章
に
典
型
的
で
あ
る
。 

こ
の
一
九
三
三
年
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
大
き
な
特
質
は
、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
建
設
さ
れ

た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
（Palazzo dell’Arte

）
の
部
屋
の
中
に
、
同
展
の
運
営
委
員

で
も
あ
っ
た
シ
ロ
ー
ニ
の
発
案
に
よ
り
、
多
く
の
招
待
画
家
に
よ
る
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
な
壁
画
装
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飾
が
多
数
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
未
来
派
か
ら
は
、
プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ
と
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ

ー
ト
・
デ
ペ
ロ
（Fortunato Depero, 

一
八
九
二
―
一
九
六
〇
）
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
シ

ロ
ー
ニ
は
す
で
に
一
九
三
二
年
の
初
頭
か
ら
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
を
超
克
し
た
「
フ
ァ
シ

ス
ト
芸
術
」
を
実
現
す
る
媒
体
と
し
て
、
壁
画
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
を
開
始
し
て
お
り
、

実
際
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
後
の
一
九
三
三
年
一
二
月
に
、
フ
ー
ニ
、
カ
ッ
ラ
、
マ
ッ
シ
モ
・
カ
ン

ピ
ー
リ
（M

assim
o Cam

pigli, 

一
八
九
五
―
一
九
七
一
）
と
共
同
で
「
壁
画
宣
言
」
を
発

表
し
て
い
る

（
３
０
）

。「
主
題
（
共
産
主
義
的
着
想
）
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
環
境
の
提
示
を
通
じ
て
、

様
式
を
通
じ
て
、
人
民
の
精
神
に
新
た
な
刻
印
を
刻
む
こ
と
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
同
時
代

に
展
開
さ
れ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
の
壁
画
運
動

（
３
１
）

の
よ
う
な
政
治
的
左
派
と
の
つ
な
が
り
を
強
く

有
し
た
外
国
の
芸
術
運
動
と
の
差
異
を
明
白
に
さ
せ
つ
つ
も
、「
絵
画
の
教
育
的
機
能
」
の
回

復
な
ど
、
単
な
る
イ
ー
ゼ
ル
絵
画
を
超
え
た
も
の
の
探
求
を
訴
え
て
い
た
。 

ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
壁
画
と
い
う
シ
ロ
ー
ニ
の
発
想
自
体
に
対
し
て
は
否
定
的
で
は
な
い
。
展

覧
会
へ
の
批
評
に
お
い
て
、
彼
は
「
息
の
長
い
絵
画
」、
す
な
わ
ち
建
築
と
一
体
に
な
っ
た
壁

画
と
い
う
試
み
を
、
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で

彼
は
、
シ
ロ
ー
ニ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
同
時
代
絵
画
の
方
向
性
そ
の
も
の
は
正
し
い
と
認
め
つ

つ
も
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
を
中
心
と
す
る
非
未
来
派
潮
流
の
作
品
群
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た

試
み
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ロ
ー
ニ
が
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
で
披
露
し
た
《
労
働
、
ま
た
は
仕
事
と
日
々
》【
図
８
】
は
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
に
お

よ
ぶ
巨
大
さ
や
様
々
な
ア
レ
ゴ
リ
ー
的
擬
人
像
の
存
在
感
に
よ
っ
て
、
す
で
に
現
存
し
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
時
期
の
画
家
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
今
な
お
記
憶
さ
れ
て
い
る
作
品

で
あ
る
が
、
ド
ッ
ト
ー
リ
は
そ
の
色
彩
や
人
物
表
現
に
つ
い
て
「
現
実
と
幻
影
の
間
の
北
方
的

陰
鬱
さ
」
が
重
苦
し
い
と
し
た
上
で
、
シ
ロ
ー
ニ
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
芸
術
」
を
つ
く
る
と
豪
語

し
な
が
ら
そ
れ
が
ま
っ
た
く
実
現
で
き
て
い
な
い
と
す
る
。 

 

「
フ
ァ
シ
ス
ト
芸
術
」
と
は
こ
う
し
た
も
の
だ
、
と
シ
ロ
ー
ニ
は
叫
ぶ
。
し
か
し
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
は
イ
タ
リ
ア
性
、
ま
っ
た
く
壮
健
で
、
美
し
く
、
し
ば
し
ば
陽
気
か
つ
常
に
オ
プ

テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
種
の
表
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
温
か
く
、
色
彩
に
あ
ふ
れ
、
若

く
、
偉
大
な
過
去
に
も
関
わ
ら
ず
す
で
に
近
代
性
の
大
胆
さ
の
す
べ
て
を
表
現
し
綜
合
す

る
、
将
来
の
義
務
を
持
っ
た
大
地
の
表
現
な
の
で
あ
る

（
３
２
）

。 

 

未
来
派
の
「
航
空
絵
画
宣
言
」
に
お
い
て
は
、「
航
空
絵
画
」
の
重
要
な
先
駆
の
一
つ
と
し

て
、
オ
ス
テ
ィ
ア
に
建
設
さ
れ
た
水
上
飛
行
場
の
た
め
に
描
か
れ
た
ド
ッ
ト
ー
リ
の
装
飾
壁
画

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
【
図
７
】。
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
破
壊
の
た
め
現
在
で
は
下
絵
と
写

真
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
作
品
は
、
飛
行
場
の
ホ
ー
ル
と
い
う
空
間
を
、
抽
象
化
さ
れ
た

飛
行
機
の
図
案
と
色
彩
の
リ
ズ
ム
と
で
軽
快
に
彩
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
彼
の
画
面

の
構
成
は
、
堅
牢
な
画
面
に
「
労
働
」
や
「
学
芸
」
と
い
っ
た
理
念
の
擬
人
像
を
配
置
し
て
い

く
シ
ロ
ー
ニ
の
壁
画
作
品
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
壁
画
作
品
に
は
「
イ
タ
リ
ア
」
を
題
名
に
と
っ
た
作
品
が
数
多
く
存
在

し
た
。
フ
ー
ニ
の
《
イ
タ
リ
ア
の
運
動
競
技
》、
カ
ッ
ラ
の
《
ロ
ー
マ
的
イ
タ
リ
ア
》、
デ
＝
キ

リ
コ
の
《
イ
タ
リ
ア
文
化
》、
そ
の
弟
ア
ル
ベ
ル
ト
・
サ
ヴ
ィ
ー
ニ
オ
（Alberto Savinio, 

一

八
九
一
―
一
九
五
二
）
の
《
イ
タ
リ
ア
領
ア
フ
リ
カ
》
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
が

（
３
３
）

、
未
来
派
的

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
古
典
主
義
へ
の
振
幅
を
見
せ
る
こ
う
し
た
作
品
群
は
ま
っ
た
く
「
イ
タ
リ

ア
」
的
で
は
な
い
。
シ
ロ
ー
ニ
に
近
し
い
と
考
え
ら
れ
る
人
物
に
よ
る
作
品
へ
の
ド
ッ
ト
ー
リ

の
判
定
は
、
こ
こ
で
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。
カ
ッ
ラ
は
「
堅
牢
す
ぎ
る
マ
ザ
ッ
チ
ョ
も
ど
き
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（m
asacceggine più del solido

）」、
サ
ヴ
ィ
ー
ニ
オ
は
「
綿
く
ず
状
の
バ
ロ
ッ
ク
的
暗
闇
」

と
揶
揄
さ
れ
る
。
彼
ら
に
比
べ
れ
ば
、
デ
＝
キ
リ
コ
の
作
品
は
ま
だ
し
も
よ
い
が
、
結
局
彼
の

描
く
も
の
は
「
我
々
の
生
活
の
多
く
の
美
と
偉
大
な
事
物
を
笑
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
」。
結
局
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
に
は
、
未
来
派
が
主
張
す
る
よ
う
な
色
彩
性
や
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
の
感
覚
を
帯
び
た
「
近
代
」
を
描
く
た
め
の
要
素
が
な
く
、「
こ
う
い
う
も
の
〔
壁
画
〕

を
描
く
技
術
が
全
く
欠
け
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
ド
ッ
ト
ー
リ
に
と
っ
て
は
、
壁
画
の
よ
う
な
「
社
会
的
芸
術
」
に
は
、「
主
題
」
の

直
截
的
選
択
こ
そ
必
須
で
あ
る
。「
壁
画
宣
言
」
の
署
名
者
の
一
人
で
あ
る
カ
ッ
ラ
が
、
直
截

的
な
政
治
的
主
題
の
選
択
は
む
し
ろ
避
け
る
べ
き
で
な
い
か
と
し
た
一
文
を
発
表
す
る
と
、
ド

ッ
ト
ー
リ
は
か
つ
て
の
未
来
派
画
家
が
「
今
日
の
イ
タ
リ
ア
人
と
フ
ァ
シ
ス
ト
の
生
活
を
挑
発

し
て
い
る
」
と
ま
で
断
罪
す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
建
築
物
に
描
く
壁
画
の
テ
ー
マ

と
し
て
カ
ッ
ラ
が
選
ぶ
の
は
、「
ス
ザ
ン
ナ
の
水
浴
」「
サ
ビ
ニ
女
の
略
奪
」「
カ
ル
タ
遊
び
を

す
る
人
々
」
と
い
っ
た
古
く
さ
い
主
題
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
が
「
現
代
」
の
生
活
に
は
ま
っ
た
く

即
さ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
３
４
）

。 

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
閉
会
を
迎
え
る
間
際
、『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』
一
〇
月
六
日
号
の
ド
ッ
ト

ー
リ
の
記
事
「
さ
ら
ば
〝
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
〟
！
」
は
、
同
展
覧
会
に
お
け
る
未
来
派
の
成

果
と
と
も
に
、
自
身
の
運
動
が
い
か
に
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
の
勢
力
と
戦
っ
た
か
を
誇
示
し
て

い
た
。 

 

我
々
未
来
派
は
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
主
義

・

・

・

・

・

・

・

・

・

に
対
し
そ
の
誕
生
か
ら
戦
っ
た
。
芸
術
作
品
の

統
一

・

・

、
有
機
性

・

・

・

（organicità

）
の
名
に
お
い
て
彼
ら
の
断
片
主
義
と
戦
っ
た
。
美・

と
変
容

・

・

の
名
に
お
い
て
彼
ら
の
歪
曲
と
醜
へ
の
意
志
と
戦
っ
た
。
主
題

・

・

の
追
求
の
名
に
お
い
て
彼

ら
の
無
関
心
（
画
家
に
と
っ
て
は
一
個
の
タ
マ
ネ
ギ
が
、
自
動
車
と
同
様
な
重
要
性
を
持

つ
と
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
は
言
う
）
と
戦
い
、
イ
タ
リ
ア
性

・

・

・

・

・

と
伝
統

・

・

の
名
に
お
い
て
―
―

な
ぜ
な
ら
こ
の
二
つ
の
事
項
は
、
美
、
天
分
、
色
彩
、
光
、
熱
、
創
造
的
大
胆
さ
を
示
す

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
―
―
北
方
的
趣
味
お
よ
び
、
泥
だ
ら
け
で
、
タ
ー
ル
じ
み
陰
鬱
な
「
色

彩
」
の
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
的
輸
入
品
と
戦
っ
た

（
３
５
）

。 

 

た
だ
し
、
こ
の
時
の
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
は
未
来
派
と
は
別
の
方
面
か
ら
、
よ
り
大
き
い
規

模
で
の
攻
撃
を
受
け
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
党
の
元
書
記
長
で
、
近
代
芸
術
に
対
す
る
猛
烈
な

反
対
者
で
あ
っ
た
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
（Roberto Farinacci, 

一
八
九
二
―
一
九
四

五
）
が
、
自
身
の
運
営
す
る
『
レ
ジ
ー
メ
・
フ
ァ
シ
ス
タ
（Regim

e Fascisra

／
フ
ァ
シ
ズ

ム
政
権
）』
紙
を
通
じ
て
、
サ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
や
シ
ロ
ー
ニ
に
お
け
る
「
非
イ
タ
リ
ア
性
」「
非

フ
ァ
シ
ズ
ム
性
」
に
対
し
非
難
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
ロ
ー
ニ
が
「
も
う
十
分
だ
！
」

と
題
す
る
一
文
で
、
展
覧
会
が
「
イ
タ
リ
ア
性
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
感
覚
を
持
っ
た
も
の
で
あ

る
と
反
論
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

（
３
６
）

。
シ
ロ
ー
ニ
の
方
は
そ
の
後
も
、
ミ
ラ
ノ
裁
判
所

の
壁
画
の
制
作
な
ど
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
下
に
お
け
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る

有
力
な
芸
術
家
で
あ
り
続
け
た
が
、
サ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
は
美
術
界
へ
の
影
響
力
を
後
退
さ
せ
、

運
動
と
し
て
の
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
は
一
九
三
五
年
ご
ろ
に
は
完
全
に
解
体
状
態
と
な
る
。 

田
之
倉
稔
は
シ
ロ
ー
ニ
の
芸
術
を
論
じ
る
中
で
、
こ
う
し
た
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
ら
の
動
向
に
対

し
、「
国
家
権
力
を
武
器
に
し
た
一
種
の
恫
喝
」「
批
判
と
い
っ
た
言
語
行
為
で
あ
る
よ
り
、
検

閲
の
思
想
の
表
明
」
と
端
的
に
評
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
ド
ッ
ト
ー
リ
が
あ

ま
り
考
察
を
巡
ら
せ
た
形
跡
は
な
い

（
３
７
）

。
同
じ
論
考
の
中
で
彼
は
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
へ
の
攻

撃
の
波
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
歓
迎
し
つ
つ
、
そ
れ
と
一
緒
に
「
打
倒
未
来
派
」
と
い
う
声
が
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聞
こ
え
て
い
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
と
漏
ら
し
て
い
る
が
、
政
治
的
右
派
の
側
か
ら
展
開
さ

れ
た
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
派
へ
の
非
難
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
未
来
派
に
も
転
じ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
は
政
治
的
右
派
と
未
来
派
の
間
で
「
近

代
芸
術
」
を
排
斥
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
の
論
争
が
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
ド
ッ
ト
ー
リ
が

編
集
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
『
フ
ト
ゥ
リ
ズ
モ
』
を
前
身
と
す
る
未
来
派
の
『
ア
ル
テ
ク
ラ
ツ
ィ

ア
』
誌
は
廃
刊
処
分
と
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
。 

  

六 

壁
画
《古
き
母
の
光
》 

 

し
か
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
以
降
に
進
展
し
た
政
治
的
統
制
の
更
な
る
強
化
に
対
す
る
、
未

来
派
の
側
の
反
応
は
、
一
九
三
七
年
に
ペ
ル
ー
ジ
ャ
外
国
人
大
学
の
大
講
堂
に
描
か
れ
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
を
主
題
に
し
た
ド
ッ
ト
ー
リ
の
う
ち
で
も
数
少
な
い
現
存
す
る
公
共
壁
画
作
品
で
あ

る
《
古
き
母
の
光
》【
図
８
】
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
作
品
の
「
古
き
母
」
と
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
代
表
作
で
あ
る

『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
の
「Antiquam

 exquirite m
atrem

」、
す
な
わ
ち
「
古
き
母
を
探
し

求
め
よ
（
イ
タ
リ
ア
語
で
はCercate l’antica m

adre

）」
と
い
う
大
学
の
標
語
か
ら
採
ら
れ

て
い
る
。『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
は
、
母
国
ト
ロ
イ
ア
の
滅
亡
か
ら
逃
れ
た
王
子
ア
エ
ネ
ー
ア
ス

（
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
）
が
、
様
々
な
諸
邦
を
放
浪
し
た
末
に
イ
タ
リ
ア
に
辿
り

着
き
、
周
辺
部
族
を
服
属
さ
せ
ロ
ー
マ
の
基
礎
を
築
く
と
い
う
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
全
一
二
巻

か
ら
な
る
こ
の
物
語
の
第
三
巻
に
お
い
て
、
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
は
デ
ロ
ス
島
の
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿

で
「
古
き
母
を
探
し
求
め
よ
」
と
い
う
神
託
を
受
け
、
後
に
こ
の
「
古
き
母
」
と
は
新
た
な
「
祖

国
」
ロ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

（
３
８
）

。 

《
古
き
母
の
光
》
の
画
面
左
上
部
は
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
描
か
れ
て
い
る
。
ド
ッ
ト
ー
リ
の

カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
槍
と
盾
で
武
装
す
る
兵
士
を
後
ろ
に
し
て
船
橋
に
立

つ
の
は
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
部
に
は
牛
を
使
っ
て
農
耕
を
行
う
人
物
が
見

え
る
が
、
こ
れ
は
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
と
同
じ
く
伝
説
上
の
ロ
ー
マ
の
建
国
者
で
あ
る
ロ
ム
ル
ス
と

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
部
分
は
「
伝
説
上
の
出
来
事
」
を
表
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
画
面
右
上
部
に
は
、
帝
政
ロ
ー
マ
の
大
建
造
物
で
あ
る
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
、
ル
ネ

サ
ン
ス
期
に
現
在
の
形
と
な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
で
あ
る
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
、
そ
し
て

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
が
、
映
画
の
ス
ー
パ
ー
イ
ン
ポ
ー
ズ
の
よ
う
に

重
ね
ら
れ
た
形
で
現
れ
、
こ
の
三
つ
の
頂
点
か
ら
は
光
の
帯
が
様
々
に
飛
び
だ
し
て
い
る
。
つ

ま
り
こ
の
部
分
は
、「
皇
帝
の
ロ
ー
マ
」「
教
皇
の
ロ
ー
マ
」
そ
し
て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ロ
ー
マ
」

と
い
う
、
長
い
歴
史
を
持
つ
「
世
界
の
首
都
」
ロ
ー
マ
の
古
代
・
中
世
・
現
代
の
三
つ
の
偉
大

な
段
階
を
凝
縮
し
て
い
る

（
３
９
）

。 

さ
ら
に
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
か
ら
延
び
て
い
る
水
道
橋
は
、
画
面
中
段
に
は
緑
の
畑
と
湖
を
超
え
、

画
面
前
段
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
て
い
る
労
働
者
の
と
こ
ろ
ま
で
届
い
て
い
る
が
、

い
ち
ば
ん
右
で
石
を
持
ち
上
げ
て
い
る
労
働
者
の
顔
は
、
ま
さ
し
く
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
そ
の
人
の

も
の
で
あ
り
、
新
し
い
国
家
の
指
導
者
で
あ
り
つ
つ
人
民
の
一
人
と
し
て
そ
の
建
設
に
参
加
す

る
、
新
し
い
政
治
家
と
し
て
の
彼
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
流
れ
る
水

道
橋
の
水
源
は
、
お
そ
ら
く
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
が
渡
っ
て
来
た
エ
ー
ゲ
海
、
ロ
ム
ル
ス
が
畑
を
耕

す
か
た
わ
ら
の
川
（
テ
ー
ヴ
ェ
レ
川
で
あ
ろ
う
）
に
由
来
す
る
も
の
で
、
ま
さ
し
く
ロ
ー
マ
の

脈
々
た
る
「
文
明
の
流
れ
」
を
強
調
し
て
い
る
。 

こ
の
壁
画
が
描
か
れ
た
一
九
三
七
年
九
月
、
ロ
ー
マ
で
は
一
九
三
二
年
の
第
二
回
「
フ
ァ
シ
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ス
ト
革
命
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
五
年
前
の
一
九
三
二
年
に
行
わ
れ
、
ド
ッ
ト
ー
リ
も
参
加
し

た
第
一
回
展
と
異
な
り
、
こ
の
第
二
回
展
で
は
未
来
派
や
合
理
主
義
建
築
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た

モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
芸
術
潮
流
の
参
加
は
大
幅
に
退
け
ら
れ
、
古
典
主
義
的
な
「
ロ
ー
マ
性
」
と
フ

ァ
シ
ス
ト
の
偉
大
さ
の
つ
な
が
り
が
標
榜
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、「
文
明
と
野
蛮
の
戦
争
」

と
い
う
大
義
名
分
が
強
調
さ
れ
た
一
九
三
六
年
の
エ
チ
オ
ピ
ア
征
服
戦
争
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う

国
内
外
の
緊
張
し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
た
。 

ド
ッ
ト
ー
リ
は
こ
の
壁
画
に
お
い
て
、
自
身
の
得
意
と
し
た
風
景
や
空
間
の
抽
象
化
表
現
を

大
き
い
画
面
に
用
い
つ
つ
、
シ
ロ
ー
ニ
ら
が
活
用
し
た
理
念
の
擬
人
的
ア
レ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、

明
快
な
画
面
、
具
体
的
な
シ
ン
ボ
ル
、
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
と
ロ
ム
ル
ス
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
い
た

る
神
話
的
英
雄
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
軸
を
包
含
し
つ
つ
も
静
的
で
は
な
い
、

い
わ
ば
「
綜
合
」
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ
」
を
描
き
だ
そ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

古
代
の
ア
エ
ネ
ー
ア
ス
と
異
な
り
、
現
代
の
英
雄
と
し
て
描
か
れ
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
神
話
は
、

一
九
四
三
年
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
崩
壊
と
と
も
に
消
え
去
る
運
命
に
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、《
古
き
母
の
光
》
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
部
分
が
ド
ッ
ト
ー
リ
自
身

の
手
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
【
図
９
】。 

  

お
わ
り
に 

 

晩
年
の
ド
ッ
ト
ー
リ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
へ
の
自
分
の
参
画
に
つ
い
て
「
私
は
他
の
何
百

万
も
の
イ
タ
リ
ア
人
の
よ
う
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
参
加
し
、
そ
れ
を
信
じ
た
の
だ
っ
た
」
と
わ
ず

か
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た

（
４
０
）

。
職
人
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、
未
来
派
に
参
加
す
る
中
か

ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
の
常
連
出
展
者
に
な
っ
た
彼
は
、「
航
空
絵
画
」
を

は
じ
め
と
す
る
未
来
派
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
切
り
開
く
と
と
も
に
、
自
分
の
出
自
や
後
続
の
未

来
派
芸
術
家
た
ち
か
ら
公
共
芸
術
へ
の
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
常
に
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
追
求
を
妨
げ
る
生
活
の
困
窮
に
悩
ん
だ
若
き
日
の
彼
は
、
芸
術
運
動
の
条
件

が
改
善
さ
れ
る
可
能
性
を
求
め
る
中
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
台
頭
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権

へ
素
朴
な
期
待
を
か
け
、
そ
れ
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
没
落
ま
で
持
ち
続
け
た
。
彼
に
と
っ
て

は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
は
芸
術
家
に
創
造
の
機
会
と
可
能
性
を
与
え
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
出

現
は
救
済
と
い
う
意
味
合
い
す
ら
帯
び
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
未

来
派
に
お
け
る
表
現
の
論
理
の
内
実
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
と
の
関
係
で
す
べ
て
は
割
り
切
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
政
権
と
芸
術
運
動
が
単
純
に
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
と
は
言
い
か
ね
る
実
態

も
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
未
来
派
の
側
に
見
ら
れ
た
積
極
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
と
自
己
を

同
一
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
る
論
理
は
、
彼
の
ケ
ー
ス
か
ら
確
実
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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ド
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